
また、パレスチナやチュニジアの観光分野の協力で
は、観光客や地域のもつ資源の特性を調査し、地元
に裨益する観光商品の開発や、ターゲットとした観光
客向けの効果的な広告・宣伝等に官民で協働・連携し
て取り組むための支援を行っています。観光資源の利
用にあたっては、自然や文化、生活様式を含めた環境
を、持続可能な方法で保存・展示・活用していく考え
方を取り入れ、資源を持続的に利用するための行政の
能力強化なども支援しています。
協力にあたっては、日本の地方の産業開発の知見も
活用し、各国にあった経済開発・産業振興に取り組ん
でいます。

資源・エネルギー
●途上国エネルギーの３L（Low-Cost、Low-
Carbon、Low-Risk）を支援
エネルギーの安定供給は、ベーシックヒューマン
ニーズの充足、工業化に必要なインフラとして、幅広
い用途、経済活動において不可欠であり、経済成長と
エネルギー消費量の増加は強い正の相関関係にあり
ます。低廉なエネルギーを安定的に確保することは、
途上国にとって社会経済の安定と持続的成長のため非
常に重要な開発課題となります。
資源ポテンシャルの高い開発途上国において、鉱物
資源開発は他産業の育成・開発と比べ短期的に結果
が得られるほか、鉱山開発にとどまらず、インフラ整備、

地域振興など、社会、経済に与える影響は非常に大き
く、わが国をはじめとした鉱物資源輸入国にとっても、
多くの国で鉱山開発が進展し、多様なチャンネルから
持続的かつ安定的に鉱物資源が確保されるようになる
ことは極めて重要です。

●課題の概要
1. エネルギー
（１）増大が避けられない化石燃料利用への対応
国際エネルギー機関（IEA）が発表したWorld Energy 
Outlook(WEO) 2012によれば、2010年から2035
年にかけて、途上国のエネルギー利用は、大幅に増
加すると見込まれます。今後は、気候変動対策の観
点から地熱発電などの再生可能エネルギーの導入を
可能な限り推進するとともに、大きなシェアを担う石
炭・ガス火力の効率化と低炭素化が重要です。

（２）途上国地域の安定と持続的成長への対応
途上国では、持続的成長と公平な社会の実現のた
め、電化率の向上が大きな課題です。2009年時点の
非OECD地域の電化率は、地方部で低く、電化率が
低い地域では、分散型電源の導入や送配電網の延伸
による電化を推進していく必要があります。

（３）高度な技術と莫大な資金のニーズへの対応
電力供給の改善には、多大な投資が必要です。IEA
は非OECD諸国における2035年までの電力セクター

事例

アフリカの大地溝帯には豊富な地熱資
源が存在しています。特に、アフリカ東
北部のリフトバレー地域では、地熱発電
所の建設が有望視されています。地熱発
電は、低炭素・低コストの安定した出力
を期待できる再生可能エネルギー源とし
て世界的に注目されていますが、試掘の
成功率が低いことがボトルネックとなって
います。
JICAは、これまでケニアのオルカリア

で地熱発電所の建設を円借款で支援して
きましたが、さらなる地熱開発の促進の

ため、日本の優れた地熱開発技術を生か
して、2013年からケニア地熱開発公社
の能力向上を目指す技術協力を
開始しました。ケニアでは、すで
に開発を進めているサイトがある
ため、サイトへの専門家派遣や
本邦研修などを通じて、探査・
掘削・評価の一連の技術向上に
つながる支援を進めていきます。
こうした支援を通じて、日本企
業にとっても発電設備の輸出や
IPPなど発電ビジネスの参入機会

拡大、若手の地熱関連技術者育成にも
つながります。

ケニアで、地熱開発の技術協力がスタート

資源・エネルギー　地熱開発協力

地熱発電資源は、低炭素・低コスト・安定した出力発電が期待できる再生可能エネルギーとして期待が高まっています。
JICAは、日本の優れた技術を活用し、アフリカのケニアで地熱開発の技術協力を開始しました。

地熱の噴気試験（ケニア・メネンガイにて）
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